
Section 1 : イントロダクション

内容 : 多様体論
- 多様体

扱う トピック :

C -写像P 臀興1 ル 場 (微分方程式 )
0. 写像 の 微分



Recall : 位相空間 -.- 連続性の ギロン が できる 集合
nineteen

( 開集合系" を定め た )

多様体 に 微積分 の ギロン が できる 位相空間
nnnnnrn

で局所座標系
"

を 定める )

幾何 学 A で は 多様体 上 の 微分論 を 扱う

( 積分論 は 幾何 学 D )



モチベーション の 1つ :
" 位相空間 上 の 微分方程式 "

を 定義 し たい
、

一

例 : 地琢 上 の 気象変動 を 表す 数理 モデル を 作り たい
、

-が2 次元 球面 上 で
"

微分方程式
"

を 考える
」

という モデル を 考え たい
、

い
り

まい そもそも 2 次元球面 上 の 微分 方程式 の 定義 を

(数学者の仕事 ) きちんと 与え て おく 必要が ある
、



• 何 が 難しい か
、

8 : = 1 ( か
. Y . z ) ER

' l が+4み た 1 1 と おき
、

8 上 の 関数 f : 5→ R を 考える
、

" t の 偏導 関数
"

は どう やって 定義 する ?

失敗皿 歌い、 z ) に 想
畑州
_

た""
と お く

、

1は 、 1 , Z ) に5 ) F
f は 上 で のみ定義 さ れて いる ので

f ( つけん
、 Y、
Z ) は定義 でき ない

.



• アイディア

局塑」 に 座標 を 与える ( 多様体論 の中心的 アイディア )
局所的 に 偏導 関数 が定義 できる

.

R' R 2

※がり苺が槻○
で

麴"

この 場合
、
北半球 上 で 芸

、
芸 を 考える ことが できる

.



更に "

ベクトル 場 "

の 概念 を 用いる と

大域 的 に 微分方程式 が定義 できる !

N) 大域幾何
、
解析学 の 土台 と なる

。

例 : ド ・ ラーム 理論 ( 空間の形 と 微分方程式 の 関係 )
リーマン 幾何 、

シンプレクティック 幾何
(力学 の 土台 )

対称空間 上 の 調和解析 など

に減 の 解析 )



講義 全体 の 流れが
Part I : 多 変数の 微分論 を 代数的 に 捉える

、

Part I : 可微分 多様体 の定義 、
構成

Part 丑 : 可 微分多様体 上 の 各種概念
注意 : Part I が 最も 難しい

Part 王 は ひたすら ややこしい
、

時間 を かけ ない と 頭 に 入ら ない

PartIII は Part I , Part I が 頭 に 入っ て いれ ばが騨
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